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をとこるいてっなにうよの図下がプンラの品商本
。いさだくてし認確

」るれ入を源電てし続接．2「、は合場るな異が態状のプンラ※
。いさだく認確ご度一うもを順手の

るす認確をのもな要必.1

のもるいてれま含にトッセ

のもくだたい意用ごに様客お

タプダア源電011V retsaC beW

機話電

・ツッレフ「 」LSDA
は合場の約契ごに

」ツッレフB「
は合場の約契ごに

報情定設のダイバロプ 内案ごの通開

タッリプス
ンコソパ

ムデモLSDA

ドーコ機話電ルブーケNAL

。いさだく備準ごず必は合場るなに用利ごを話電PI※
。んせまきで続接は等機話電ルタジデや機話電のンホレテムーホ※

。いさだく意用ごもドーコ機話電※

）ドーカNAL（ドーボNAL
。んせまりあ要必は合場のンコソパの蔵内スーェフータンイNAL※

意用ごもルブーケNAL※
。いさだく

場いならなに用利ごを話電入加※
。んせまりあ要必は合

置装るいてし供提が社当は合場の約契ごを」ツッレフB「
。いさだく意用ごを）どな置装端終線回、ムデモLSDV（

るす認確を灯点のプンラ.3トーポ続接側NAW

トーポMEDOM

ムデモLSDA

）品属付（ドーコ機話電

ルブーケNAL

1※

2※

3※

）品属付（ルブーケNAL
トーポLETタッリプス

5※

）JM（クッャジラュジモ

トーポENIL

トーポ続接側NAL

トーポLET
トーポENIL

子端ドーコタプダア源電
子端スーア

タプダア源電

線スーア

るれ入を源電てし続接.2
・ツッレフ「 」LSDA は合場の約契ごに

］順手［

2

3
6

1

4

5

ドーコ機話電るいてれさ続接に機話電

灯点緑：プンラ源電

滅点はたま灯点緑：プンラNAW

灯点赤：プンラTINI

）色（方きつのプンラ
灯消

灯消
）赤（灯点

態状の品商本
き※2といないてっ入が源電に品商本

態状な常正
 害※2障置装

灯消

）赤（滅点

き※2との態状ンイラフオ

中続接ンョシッセ2）橙（灯点

】示表プンラ【

きとるいてっ入が源電に品商本）緑（灯点

）緑（灯点 中続接ンョシッセ1

き※2との態状いなきで用利ごが話電PI灯消
）緑（灯点 能可用利ごが話電PI きとの

中出呼／中信着／中話通で話電PI）緑（滅点

灯消 態状いなきで用利ごが話電入加 き※2との
 。すまりなに」灯消「も時いないてし続接を線回話電入加に品商本 ※

）橙（灯点 　きとの能可用利ごが話電入加 。すまりなに」灯消「はで態状定設期初 ※

※1 本商品に電源を投入する際、全ランプが1度点灯いたします。

）橙（滅点 中話通で話電入加 中出呼／中信着／
灯消 WAN回線がご利用できない状態のとき※2

）緑（灯点 WAN回線がご利用可能のとき

）緑（滅点 WAN回線でデータ通信中
灯消

）赤（灯点
灯消に常

態※2状定設期初
用使未はで品商本

 害※2障置装

類種のプンラ
プンラ源電

ムーラア プンラ

PPP プンラ

PIoV プンラ

話電 プンラ

NAW プンラ

TINI プンラ

PA プンラ

、にらさ。いさだく覧ごをらちこはていつに定設のでまるす用利を話電PI、トッネータンイ
。いさだく照参ごを」るす用利をNAL線無.6「の」書明説扱取「は方の用利ごNAL線無

テリュキセの品商本、でのすまりあがれ恐るれさ入侵に正不、りたれら見み盗を容内信通、合場いないてっ行を定設るす関にィテリュキセ※ 定設るす関にィ
。いさだく用使ごらかてっ行を

。すで了終は認確続接の機話電、らたえこ聞が音信発ういと」ーツ「てっとを）器話受（トッセドンハの機話電：1※
緑がプンラのトーポ続接側NALにとあたれいを源電の品商本。すで能可もでらちどのルブーケスロク、トーレトスはルブーケNAL：2※ 。いさだくてし認確をとこるす灯点

。すまれ入を源電に順のンコソパ→品商本→ムデモLSDA：3※
。んせまれらけかはへ)等911、011(報通急緊、は合場いなし続接を線回話電入加に品商本：4※

。いさだくてし続接接直をムデモLSDAとクッャジラュジモ。んせまりあ要必は合場いならなに用利ごを話電入加：5※

ツッレフB「 ）式方LSDVプイタンョシンマ（ 」 は合場の約契ごに

ツッレフB「 ）外以式方LSDVプイタンョシンマ（ 」 は合場の約契ごに

］順手［ 1 。すまし続接を線スーア
。いさだく備準ご途別。んせまいてれさ属付は線スーア※

2 ーケNALをトーポNAWの品商本とトーポNALの置装端終線回/ムデモLSDV
。すまし続接でルブ

3 をトーポENILのタルィフとクッャジーラュジモ岐分2）合場のムデモLSDV（
くじ同をトーポENILの品商本とトーポLETのタルィフ、し続接でドーコ機話電

。すまし続接でドーコ機話電
ドーコ機話電をトーポENILの品商本とクッャジラュジモ）合場の置装端終線回（

。すまし続接で
4 。すまし続接でドーコ機話電の様客おを機話電とトーポLETの品商本
5 。すまし続接でルブーケNALをンコソパとトーポNALの品商本
6 。すまし続接をタプダア源電の011V retsaC beW

。すで了終は認確続接の機話電、らたえこ聞が音信発ういと」ーツ「てっとを）器話受（トッセドンハの機話電：1※
緑がプンラのトーポ続接側NALにとあたれいを源電の品商本。すで能可もでらちどのルブーケスロク、トーレトスはルブーケNAL：2※ 。いさだくてし認確をとこるす灯点
通急緊、は合場いなし続接を線回話電入加に品商本：4※。すまれ入を源電に順のンコソパ→品商本→置装端終線回/ムデモLSDV：3※ 。んせまれらけかはへ)等911、011(報

1 。すまし続接を線スーア
。いさだく備準ご途別。んせまいてれさ属付は線スーア※

2 でルブーケNALをトーポNAWの品商本とトーポNALのムデモLSDA
。すまし続接

3 。すまし続接でドーコ機話電をトーポENILの品商本とトーポLETのタッリプス
4 。すまし続接でドーコ機話電の様客おを機話電とトーポLETの品商本
5 。すまし続接でルブーケNALをンコソパとトーポNALの品商本
6 。すまし続接をタプダア源電の011VretsaCbeW

。いさだくでいなわ行、は定設の続接トッネータンイるけおに）等ⅡVN、VN、VNM（ムデモLSDAつ持を能機タール●

トーポ続接側NAW

ムデモLSDV

）品属付（ドーコ機話電

ルブーケNAL

1※

2※

3※

）品属付（ルブーケNAL

タルィフ

クッャジラュジモ岐分2

トーポENIL

）JM（クッャジラュジモ

トーポ続接側NAL

トーポLET
トーポENIL

子端ドーコタプダア源電
子端スーア

タプダア源電

トーポLET 

線スーア

2

3
6

1

4

5

ドーコ機話電るいてれさ続接に機話電

トーポ続接側NAW

）品属付（ドーコ機話電

ルブーケNAL

置装端終線回

1※

2※

。すまし明説で合場の）UNO（置装端終線回※

3※

）品属付（ルブーケNAL

）JM（クッャジラュジモ

トーポ続接側NAL

トーポLET
トーポENIL

子端ドーコタプダア源電
子端スーア

タプダア源電

線スーア

2

3

6

1

4

5

ドーコ機話電るいてれさ続接に機話電

）大（

）大（

ソパ蔵内ブイラドMOR-DC※
合場いないてし蔵内（ンコ
）。いさだく意用ご途別、は

ソパ蔵内ブイラドMOR-DC※
合場いないてし蔵内（ンコ
）。いさだく意用ご途別、は

4※

ンコソパ蔵内ブイラドMOR-DC※
途別、は合場いないてし蔵内（

）。いさだく意用ご

4※

4※

通常の状態　

※2 取扱説明書の「7章 お困りのときには」を参照してください。

お問い合わせ先
N■NTT東日本エリア（北海道、東北、関東、甲信越地区）でご利用のお客様

●パソコンの接続・設定等に関するお問い合わせ
0120-275466（24時間　年中無休）

●故障に関するお問い合わせ
0120-242751（24時間　年中無休*）

●本商品の取り扱いに関するお問い合わせ
0120-710444（9：00～21：00）

使い方でご不明な点がございましたら、下記へお気軽にご相談ください。

■NTT西日本エリア（東海、北陸、近畿、中国、四国、九州地区）でご利用のお客様

●故障に関するお問い合わせ
0120-248995（24時間　年中無休）

●本商品の取り扱いに関するお問い合わせ

0120-109217（9：00～21：00）

電話番号をお間違えにならないように、ご注意願います。

※故障修理等の対応時間は平日9：00～17：00、 
土・日・祝日および年始1月1日～1月3日は休業とさせていただきます。

※携帯電話・PHS・050IP電話からご利用の場合（通話料金がかかります） 
03-5667-7200
※年末年始12月29日～1月3日は休業とさせていただきます。

※携帯電話・PHSからもご利用になれます。

※携帯電話・PHS・050IP電話からご利用の場合 
東海、北陸、近畿、中国、四国地区　06-6341-5411（通話料金がかかります） 
九州地区　092-720-4862（通話料金がかかります）
※年末年始12月29日～1月3日は休業とさせていただきます。

ト ー ク ニ イ ー ナ

（2006年5月現在）



源電

ムーラア

PPP

PIoV

話電

プンラPPP

設定したデータを本商品に設定するために再起動を求められますので、「OK」
をクリックします。

本商品が再起動しますので完了するまでお待ちください（再起動している間、
本商品の電源はきらないでください）。再起動が完了すれば「かんたん設定」
画面が表示されます。

PPPランプが緑点灯していることを確認 
してください。

。いさだくてし定設に後たし続接へトッネータンイず必※

12

11

化期初の品商本

1いったん本商品の電源アダプタを抜きます。
2

●この間、電源をOFFにしないでください。回復不能な故障の原因と
　なります

●本商品に設定する接続ユーザ名や接続パスワードは重要な個人情報です。本商

　品を当社に返却したり破棄したりする場合等、本商品の利用をやめる際は必ず

　初期化を行い、設定された情報を消去してください。お知らせ

5．IP電話の設定をする

IP電話をご利用いただくためには、別途プロバイダとのIP電話サービス契約および本商品へのIP電話設定が必要です。

本商品へのIP電話設定は、プロバイダのホームページ等から自動的に行うことができます。ただし、プロバイダによっては別途プロバイダから送付された設定情報を本商品

の設定画面から入力していただく必要があります。本商品の設定画面からIP電話設定を行うようにプロバイダから指示されている場合のみ、下記の記載に従って各項目の設

定を行ってください。

IP電話の設定方法は各プロバイダのIP電話サービスにより異なりますので、ご契約のプロバイダのホームページ等でご確認のうえ、設定を行ってください。なお、本商品の

「対応プロバイダ」が提供するIP電話サービスのホームページは、下記のURLからアクセス可能です。

1 、し動起をザウラブbeW のーュニメ 」定設話電「 -
」報情定設話電PI「 続接にスビーサ話電PIらか

。すまい行を定設のめたるす

2 らたし了完が力入 」認確「 」信送「 」映反「 順の
。すましクッリクをンタボに 、れさ存保が容内定設
。すまし動起再が品商本

、ばれす灯点緑がプンラPIoVの面前品商本　 PI
。すまりなと能可用利が話電

］本日東TTN［■ http://flets.com/ipphone/pbd.html ］本日西TTN［■ http://flets-w.com/ipphone/provider/index.html 

3PP1158-5570P002 Rev1.0

I  P 電話設定

1 ア バーサPIS アバーサPISたれさ定指らかダイバロプ スレド 。いさだくてし力入をスレド

2 ーポ バーサPIS ーポバーサPISたれさ定指らかダイバロプ 号番ト 。いさだくてし力入を号番ト
。すまいてれさ力入が0605てしと値期初 ないてれさ定指に特らかダイバロプ

、は合場い 。いさだくでいなし更変

3 ア バーサRETSIGER アバーサRETSIGERたれさ定指らかダイバロプ スレド 。いさだくてし力入をスレド

4 ーポ バーサRETSIGER ーポバーサRETSIGERたれさ定指らかダイバロプ 号番ト 。いさだくてし力入を号番ト
。すまいてれさ力入が0605てしと値期初 ないてれさ定指に特らかダイバロプ

、は合場い 。いさだくでいなし更変

5 PIS PISたれさ定指らかダイバロプ 名ンイメド 。いさだくてし力入を名ンイメド

6 。いさだくてし力入をDIザーユの用話電PIたれさ定指らかダイバロプ DIザーユ

7 ーワスパ ーワスパの用話電PIたれさ定指らかダイバロプ ド 。いさだくてし力入をド

8 。いさだくてし力入を号番話電PIたれさ定指らかダイバロプ 号番話電PI 
  ）例（ 」22221111050「 ）みの字数（

9 。いさだくてし力入を番局外市の話電入加るいてし約契 番局外市

! ーデプッア 初期値として「http://www.cpeinfo.jp/」が入力されています。

プロバイダから特に指定されていない場合は、変更しないでください。

 LRU用認確ト
 

イスTESER チッ

意注

swodniWてしと例 。すまいてし載記を法方定設のPX 
るすを続接トッネータンイ．4 ）照参」法方定設の品商本「書明説扱取（

1

2

入をドーワスパンイグロ定設 beW、でのすまれさ示表が面画」定設期初「
。すましクッリクに順の」信送「」認確「らたし了完が力入。すまし力

。すましめ勧おをとこくおてし録記に元手おにうよいなれ忘はドーワスパ

。いさだくてし直りやらかめじはを定設てし化期初を品商本、は合場たれ忘

3

本商品にログインするため、「ユーザー名」に「admin」と、「パスワード」
に手順4で設定したパスワードを入力します。
※「ユーザー名」は「admin」固定です。

5

。すましクッリクを」KO「。すまれさ示表が面画なうよの記下4

9

10

ドーワスパンイグロ定設beW

「インターネット接続/自動アップデート機能設定」画面が表示されます。
プロバイダから通知された設定情報をみながら設定します。
入力が完了したら「確認」「送信」の順にクリックします。

6

動作モード：
ネットワークへ接続するときの接続方法を設定します。 PPPoEを選択してくだ
さい。
※「DHCP」または「固定IP」を選択する場合は、取扱説明書の「本商品の設定
方法」を参照してください。
接続ユーザ名：
プロバイダから通知された設定情報にしたがって「接続ユーザ名」（例
aaa@xxxxxxx.ne.jp）を入力します。
※プロバイダの設定資料によっては「接続ユーザ名」を「ユーザ名」や「ユーザ
ID」と表記している場合もあります。
※設定内容の詳細についてはご加入のプロバイダへお問い合わせください。
接続パスワード：
プロバイダの設定資料にしたがって「パスワード」を入力します。また、「接続
パスワード確認」も同様に入力します。
※手順3で入力した「ユーザー名：admin」「パスワード」とは異なりますので
ご注意願います。
実行時刻：
ファームウェアの自動バージョンアップを行う時刻です。「指定なし」の場合は
4時～5時の間で設定されます。
※本商品の電源を切らないでください。バージョンアップができません。
※バージョンアップ実行中（数分間）はインターネット接続が切断されます。

初期化とは、本商品に設定した内容を消去して初期設定状態に戻すことをいいます。
本商品が正常に動作しない場合や今までとは異なる回線に接続し直す場合は、本商
品を初期化して初めから設定し直すことをお勧めします。
いったん初期化すると、それまでに設定した値はすべて消去され、初期設定状態に
戻りますのでご注意ください。（IP電話に関する設定もすべて消去されてしまいま
すので、設定をやり直してください。また、ログ情報も消去されます。）

本商品の底面にあるRESETスイッチを押しながら電源を入れ、INITランプが赤（点灯）
になるまで押し続けてください。
INITランプが赤点灯になれば、初期化は完了です。
※初期化が完了するまで本商品の電源アダプタは 
絶対に抜かないでください。

本商品に接続したパソコンでInternet Explorerを
起動します。
※利用可能ブラウザは以下になります。
・Windowsの場合：InternetExplorer5.5サー
ビスパック2以上

アドレスバーに「http://192.168.1.1」と入力し、「Enter」キーを
押下します。

本商品のファームウェアの状況を確認します。7

最新のファームウェアがサーバ上にあった場合には、ファームウェアの
バージョンアップを行います。バージョンアップ中は、アラーム、PPP、
VoIP、電話ランプが同時にゆっくりと点滅します。
バージョンアップ完了後は再起動します。

最新のファームウェアがなかった場合にも、本商品は再起動します。

本商品の再起動完了後に以下の画面が表示されます。「OK」をクリックして
ください。

お願い

●バージョンアップ中、再起動中に電源を切らないでください。回復不能な故障の原因になることが
　あります。

●ファームウェアがすでに最新版の場合は、再起動完了後に「かんたん設定」画面が

表示されます。
お知らせ

※表示画面はファームウェアの更新
内容によって変化します。

インターネットに接続して接続状態を確認してください。WWW
ブラウザ（Internet Explorerなど）を起動し、インターネット上
のホームページを開きます。

例）http://www.ntt.co.jp

接続ユーザ名：

接続パスワード：

接続パスワード確認：

ナンバー・ディスプレイ：

キャッチホン：

手順６で入力したものが設定されます。

ナンバー・ディスプレイ対応機器を使用する場合、キャッチホンに契約している場合に設定します。

※手順5で入力した「ユーザー名：admin」「パスワード」とは異なりますのでご注意願います。

メニューの中のから「かんたん設定」をクリックしてください。
プロバイダから通知された設定情報をみながら設定します。
入力が完了したら「確認」「送信」「反映」の順にボタンをクリックします。
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